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招 集 期 日 平 成 ２ ９ 年 １ ２ 月 １ ３ 日 （ 水 ） 会議の場所 教育委員室 

会議の時刻 開会の時刻  午後１時３０分 開 会 者 教 育 長 

及び宣告者 閉会の時刻  午後２時２０分 閉 会 者 教 育 長 

委 員 出 席 状 況 

氏 名 摘 要 氏 名 摘 要 

秋 本 文 子 教 育 長 出 席 髙 瀬 賢 一 委 員 出  席 

春山教子教育長職務代理者 出 席 平 野 博 之 委 員 出  席 

柿 沼 拓 弥 委 員 出 席   

議 事 参 与 者 及 び 

説明のための出席者 

佐藤学校教育部長 赤坂生涯学習部長 橋本教育総務課長 細村学校教育課長 

岡田生涯学習課長 山木スポーツ振興課長 奥野図書館長兼郷土資料館長  

書 記 名 教育総務課総務係 横山  

会議事件名 て ん 末 

開会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第 1 

前回会議録の承認 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

12月定例教育委員会を開会 

 

 

教育委員会の会議は公開が原則であるが、人事に関する事件、

その他の事件については、出席委員の 3分の 2以上の多数で議決

した時は、公開しないことができる。本日の日程の中で非公開と

すべき案件はないため、すべて公開としてよろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

 

11月定例教育委員会の会議録の承認について諮った。 

 

異議なしの声あり 

 

前回会議録は、承認された旨宣した。 

 

 

報告事項 1から 3について、学校教育課長から説明を求めた。 
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会議事件名 て ん 末 

日程第 2 

報告事項 1 

平成 29年度羽生地区

青少年健全育成地域

フォーラムの結果に

ついて  

 

 

 

 

 

 

報告事項 2 

平成 29年度羽生市人

権教育研究集会の結

果について  

 

 

 

 

 

 

 

報告事項 3 

平成 29年度学校歯科

保健表彰校について  

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

11月 1日に産業文化ホールにて開催した。6名の児童生徒が体

験発表を行った後、ＮＰＯ法人「親子推進ネットこうのす」代表

理事の志賀周子氏により、「心豊かな子育てのために～一人ひと

りがたからもの～」と題した講演が行われた。参加者総数は 321

名であった。児童生徒の体験発表については、いずれも自

己の実体験を踏まえ、前向きに将来の展望を語った発表で

あった。講演については、地域全体で行うきめ細やかな子

育てについて、講師自身の体験を基に、具体例を挙げたわ

かりやすい講演内容であった。 

 

  

11 月 21 日に、羽生南小学校を会場として実施した。全体

会では、青鹿輝雄氏による人権教育講話があり、その後 4

つの分科会に分かれ、それぞれのテーマに基づいて熱心な

研究協議が行われた。参加者総数は 306 名であった。人権

教育講話では、従来からの人権問題に加え、インターネッ

トを悪用した人権侵害、性的指向・性自認等の差別につい

て理解を深めることができた。研究協議会をとおして、参

加者が人権教育の推進に対する意識を高めることができ、

経験年数の浅い学校職員にとっては、貴重な機会となった。 

 

 

 第 56 回全日本学校歯科保健優良校表彰については、東中

学校が文部科学大臣賞、羽生南小学校が日本歯科医師会会

長賞、手子林小学校が奨励賞を受賞した。埼玉県学校保健・

学校安全・学校給食優良学校及び努力学校については、学

校保健の部で新郷第一小学校が優良学校、学校安全の部で

岩瀬小学校及び羽生南小学校が優良学校、学校給食の部で

南中学校が努力学校を受賞した。第 64 回埼玉県学校歯科保

健コンクール表彰では、小学校の小規模校の部で新郷第二

小学校が最優秀校、川俣小学校と村君小学校が優秀校、羽

生南小学校、三田ヶ谷小学校及び新郷第一小学校が優良校、

中規模校の部では、羽生北小学校が優秀校、その他、岩瀬

小学校が年間努力校、須影小学校がＰＴＡ活動優秀校を受

賞した。中学校の中規模校の部では、西中学校が最優秀校、 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

報告事項 4 

学校給食への「ベル

ギー王国料理」の提

供について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項 5 

平成 29年度  羽生市

ＰＴＡ連合会家庭教

育研修会の開催につ

いて 

 

 

 

報告事項 6 

平成 29年度羽生市人

権教育指導者研修会

の結果について  

 

 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

東中学校が優秀校を受賞した。 

 

 

報告事項 4について、学校教育課長から説明を求めた。 

 

  

食から国際感覚を実体験することをねらいとして、ベルギー王

国の料理を学校給食で提供し、子どもたちに姉妹都市のデュルブ

イ市を身近に感じてもらう一助とした。実施日は 11 月 30 日、献

立の内容は、肉団子のトマト煮、フリッツ、アスパラのホットサ

ラダ、黒パンとチョコレートペースト、牛乳とした。日本の子ど

もたちの味覚に合うよう、馴染みのないベルギー特有の食材や調

味料については、日本において調達できるものに置き換える等の

アレンジを加えた。 

 

 

報告事項 5、6について、生涯学習課長から説明を求めた。 

 

 

 羽生市ＰＴＡ連合会が主催し、平成 30 年 1 月 27 日に、ワーク

ヒルズ羽生を会場として開催する。今回は、共栄大学教育学部教

授の濱本一氏を招いて講演を行う。講演テーマについては、現在

講師と調整中である。参加対象は教職員を含む市内各単位ＰＴＡ

会員とし、研修中は、ＮＰＯ法人羽生子育てサポートキャロット

にお願いして、1歳以上の未就学児の託児サービスを行う。 

 

 

 9月 2日から 11月 18日までの期間で全 5回の講義を実施した。

講義の内容と講師は、1 回目が子ども・女性の人権、関根トミ子

氏、2回目が今あらためて考える同和問題、市川正廣氏、3回目が

外国人の人権、石井ナナヱ氏、4 回目が犯罪被害者と人権、竹山

律子氏、5 回目は、現在ある差別事象について、根岸邦雄氏、現

代社会における人権課題、青鹿輝雄氏であった。自治会や民生・

児童委員をはじめ各団体から 234 人から受講申込があり、3 回以

上受講された方 163人に修了証を授与した。アンケートを実施し 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項 7 

平成 29年度トップア

スリート育成事業羽

生市少年野球教室の

結果について  

 

 

 

 

 

報告事項 8 

健康・体力づくり特

別講演会の結果につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項 9 

第 42回羽生市ミニバ

スケットボール大会

の開催について  

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ振興課長 

 

た結果、受講者の 97％の方から「わかりやすかった」「理解を深 

めることができた」との回答をいただき、市民の同和問題・人権

問題に対する認識と理解を深めることができたと思う。今回は外

国人の人権、犯罪被害者と人権の講義が特に好評であった。 

 

 

報告事項 7から 10について、スポーツ振興課長から説明を求め

た。 

 

 

6 月 3 日と 11 月 11 日に、羽生中央公園野球場と羽生市体育館

において実施した。講師には、黒江透修氏他 4 名の元プロ野球選

手を迎え、第 1 回は市内の小学 4 年生から 6 年生及び指導者等、

第 2 回は、小中学生及び指導者等を対象とし、参加人数は、1 回

目は小学生 139名、指導者 59名の計 198名、2回目は小中学生 86

名、指導者 30名の計 116名、合計で 314名であった。走塁、ポジ

ションごとの守備、バッティングの基礎について講師が身体を使

って丁寧に指導し、子どもたち、指導者とも真剣に受講していた。 

 

 

 11 月 11 日に、羽生市体育館メインアリーナを会場として教育

委員会が主催、羽生市体育協会、スポーツ少年団本部、スポーツ

推進委員、レクリエーション協会などの協力を得て開催した。少

年野球教室の講師である黒江透修氏と元巨人軍、元横浜ＤｅＮＡ

監督として活躍した中畑清氏を迎え、講演会を行った。スポーツ

少年団野球部会をはじめ、その他各団体、一般参加の方を含め総

勢 286 名の参加があった。二人の元プロ野球選手から野球の上達

法のみならずアスリートに重要なこと、指導する上で大切なこと、

健康体力づくりに役立つ話などをいただいた。 

 

 

羽生市教育委員会主催、スポーツ少年団ミニバス部会の主管に

より、羽生市体育館を会場として平成 30年 2月 4日に開催する。

市内の女子ミニバスケットボールチームの 6 年生以下のレギュラ

ーチーム、5年生以下のフレッシュチームでそれぞれ試合を行う。 



5 

 

会議事件名 て ん 末 

報告事項 10 

第 32回羽生市民駅伝

大会の開催について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項 11 

蔵書点検のための特

別整理休館について  

 

 

 

報告事項 12 

リサイクルフェアの

実施について  

 

 

 

 

報告事項 13 

「聞かせ屋。けいた

ろう  絵本の読み聞

かせ会」の結果につ

いて 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 羽生市陸上競技協会及び羽生市教育委員会主催、羽生市スポー

ツ推進委員会の協力、東京新聞社の後援のもと平成 30 年 2 月 18

日に開催する。会場を羽生中央公園陸上競技場とし、中央公園内

に競技コースを設ける。小学生男子、女子の部、6.1ｋｍ、中学生

女子、高校・一般女子の部 9.0ｋｍ、中学生男子、高校・一般男

子の部 16ｋｍの 6種目、それぞれ 5区間とする。参加資格は、市

内在中、在学、在勤者、参加費は無料である。 

 

 

報告事項 11 から 14 について、図書館長兼郷土資料館長から説

明を求めた。 

 

 

 図書館で所有している図書資料を登録データと照合する蔵書点

検を行うため、休館する。平成 30年 1月 22日から 26日までの期

間で、全 17万 5千冊の蔵書のバーコードを読み取り、点検する作

業となる。 

 

 

 図書館で除籍になった本や市民から持ちこまれた図書資料を再

度活用するために、平成 30年 1月 11日から 14日までの期間で実

施する。初日は市の公共施設に、以降は市民を対象に一人 10冊ま

で無償譲渡する。昨年は約 8,000 冊提供し、6,979 冊譲渡するこ

とができた。 

 

 

 11 月 19 日に羽生市立図書館にて開催した。講師にＪＰＩＣ読

書アドバイザーの「聞かせ屋。けいたろう」こと坂口慶氏を招き、

乳児の部、幼児の部、小学生～大人の部の 3 部構成で読み聞かせ

会を実施した。参加人員は、子どもと大人合わせて 173 名であっ

た。講師がウクレレを弾いたり、参加者と一緒に歌ったり、踊っ

たりして、会場が一体となって楽しむことができた。どうすれば

小さな子どもの興味を引き、読み聞かせを楽しんでもらえるか、

参加者だけでなく、図書館職員も読み聞かせの技術を学ぶことが

でき、有意義な講座であった。 
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会議事件名 て ん 末 

報告事項 14 

ふるさと講座Ⅱ  

「ふるさと歴史散歩

～簑沢・東谷、藤井

上組を訪れる～」の

結果について  

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

春山委員 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

平野委員 

11 月 12 日に実施した。羽生市文化財保護審議委員の間仁田勝

氏を講師として、簑沢・東谷、藤井上組にある神社、仏閣、旧跡

等を歩いて訪ねた。受講者数は 20名であった。古城天満宮や源長

寺、正光寺、八雲神社などを巡ったが、普段見ることのできない

ご神体やご本尊を見学することができ、とても有意義であった。

一部市街地を巡るコースであったため、職員と市民学芸員で交通

誘導等を行い、無事に終了することができた。参加者の歩くスピ

ードに差があって列が長く伸びてしまい、スケジュール通りに進

まなかったこと、当日は日曜日ということもあり、法事を行って

いるお寺もあり、見学時間の調整が難しかった等の課題もあった

ため、次回以降改善していきたい。 

 

 

報告事項に関して質問・意見を求めた。 

 

 

 東中学校が文部科学大臣賞を受賞して新聞にも掲載され、学校

歯科保健のレベルの高さは、羽生の代名詞となっていると思う。

埼玉県学校歯科保健コンクールでの小規模校、中規模校といった

区分の基準はどのようなものか。 

 

 児童生徒数 350 人以下が小規模校、351 人以上 550 人以下が中

規模校に分類されている。昨年度までは羽生南小学校は中規模校

であったが、児童数が少し減ったことにより小規模校となった。

現在は羽生北小学校及び中学校 3校が中規模校となっている。 

 

これまでは羽生南小学校、新郷第一小学校が上位校であったが、

今回は、新郷第二小学校が最優秀校を受賞、その他の学校も優秀

校、優良校に名前があがっている。どの学校においても歯科保健

活動が定着し、成果が現れていると思う。 

 

スポーツ関係の事業では、救護として医師会から 1 人派遣され

ているが、大きな事故があったときに搬送することがあるかもし

れないので、羽生総合病院にも事業の開催について伝えておいて 
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会議事件名 て ん 末 

  

 

 

 

 

 

 

生涯学習部長 

 

 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

欲しいとお願いしたことがあったが、現在はどのような状況か。

その場でできることには限りがある。軽い怪我等なら対応できて

も、場合によっては救急車が必要な時も考えられる。マラソン等、

市外からの参加者がある事業もあるので、年間の行事計画を知ら

せておくだけでも良いと思うが、事前に言っておけば、もしもの

時の対応がスムーズなのではないか。 

 

 現在は、年間の事業計画と、医師の派遣をお願いしたい事業に

ついて、医師会とは連絡をとり、依頼しているが、羽生総合病院

には知らせていなかった。救護で医師の派遣を依頼していない事

業において事故が発生する可能性もあるので、今後は医師会の事

務局を通して、羽生総合病院に事業計画を伝え、何かあった時の

救急搬送等についてお願いしていきたい。 

 

羽生市ＰＴＡ連合会家庭教育研究会について、濱本一氏を講師

に選定した理由は、どのようなものか。ＰＴＡ活動に熱心な保護

者が多数参加するので、家庭でいかに勉強に取組むか等、実践で

きる内容の講話をいただければ、参加者がそれを持ち帰り、各学

校で力を発揮していくのではないかと思う。 

 

 濱本一氏は、現在は共栄大学教育学部の教授であるが、元は埼

玉県教育局の職員であり、学校現場の方も大変詳しく、研修会の

趣旨に合った講演をしていただけると考えている。また、秋本教

育長とも交流があり、今回は教育長から連絡をとっていただき、

講師を引き受けていただくこととなった。 

 

補足だが、教授になる前は、埼玉県教育局の生涯学習部長を務

めていた方である。また、教育局に家庭地域連携課が発足したと

きの初代課長を務め、いかに学校、家庭、地域が連携していくか

を打ち立てた方が濱本教授である。その他にも、蕨市教育委員会

に在籍したり、蕨市の中学校の校長や、児童生徒の学力に関する

担当である埼玉県の義務教育指導課長を務めたりと、様々な経歴

がある。県内の児童生徒の学力や、羽生市の現状についてもよく

ご存じであるので、羽生市の実態やニーズに応じた講演をいただ

けるものと期待している。学校だけでなく、ＰＴＡの協力がなく 
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会議事件名 て ん 末 

  

 

 

髙瀬委員 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

平野委員 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

春山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

てはできないこと、その大切さについてもお話ししてくださると

思う。  

 

 この事業については、託児制度があることが良いと思う。小さ

い子がいるため、参加したくてもできないお母さんにとっては非

常に助かるのではないかと思う。他にこのようなサービスをして

いる事業はあるか。 

 

 各学校において入学時健診やＰＴＡの会議等で託児サービスを

行っている。 

 

羽生市ミニバスケットボール大会については、参加チームは市

内の女子チームとのことだが、男子チームの大会はないのか。 

 

 市内の男子ミニバスケットボールチームは 1 チームしかないた

め、羽生市の大会は女子のチームのみで実施するものである。 

 

 絵本の読み聞かせ会は 5 年目を数え、沢山の子どもと保護者が

集まり、大変素晴らしい。より多くの乳幼児、小学生達が読み聞

かせに興味を持つと良いと思った。また、蔵書点検とリサイクル

フェアに関連して、最近ニュースなどでは、売り上げが減ってし

まうことを理由として図書館に文庫本を置かない方が良いのでは

ないかという意見があると聞いたが、羽生市立図書館をみると、

とても古い文庫本が並んでいるのを見かける。このことについて

は、どのように考えているのか。 

 

 文庫本は単行本が出版されてから、ある程度の期間が経ってか

ら文庫化して発売される。市立図書館では、基本的に単行本を購

入した場合、文庫本は買わないが、文庫本のみの発刊の場合は例

外的に購入することもある。委員の指摘のとおり、文庫本を図書

館で貸し出してしまうと、書店の経営に支障がでることもあり、

購入はできるだけ控えている。現在配架されている古い文庫本の

買い替えは考えていない。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第 3 

議案第 43号 

羽 生 市 有 形 文 化 財

(仮称 )「木造大黒天

立像」の指定に係る

文化財保護審議委員

会への諮問について  

柿沼委員 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 先日、市内の小学校の学習応援団の活動で、児童と共に埼玉純

真短期大学を訪問した。学生たちは小学生に対し、色々なことを

一生懸命に教えてくれ、学校図書館では、本を読んでくれた。市

立図書館の絵本の読み聞かせ会で、学生のボランティアを募って

実施してみても良いのではないかと思った。 

 

 市立図書館では、一般のボランティアの方にお願いして、「ちい

さなおはなし会」を開催している。委員の提案のとおり、埼玉純

真短期大学にも読み聞かせのサークル等があれば、実施すること

も検討したい。学生は授業もあるので、調整が難しいこともある

と思われるが、大学の職員も羽生市立図書館協議会委員になって

いるため、学校を通して話をしていきたい。 

 

 

報告事項については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

 

議案第 43号について生涯学習課長から説明を求めた。 

 

 

市内に所在する文化財の保存及び活用に関し、羽生市文化財保

護審議会委員に諮問することについて議決を求めるものである。

今回、市有形文化財の指定に向け諮問する対象物の概要について

申し上げる。名称は（仮称）「木造大黒天立像」、員数は 1 躯、所

在地は下村君の永明寺、管理者は永明寺住職である。台座及び厨

子に記された墨書から、文政 10 年（1827 年）に羽生市域出身の

仏師尾上朝雲が 20歳の時に制作された彫刻であり、朝雲の初期の

作風を知ることができ、足跡と技量を伝えるものとして、市指定

文化財にふさわしい貴重な資料であることを指定理由とする。 

 

 

議案第 43号について、意見・質問を求めた。 
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会議事件名 て ん 末 

 春山委員 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育長 

 永明寺には歴史的価値のあるものが沢山所蔵されており、これ

だけのものを長い間良い状態で保存してきたことは素晴らしいこ

とであると思う。 

 

議案第 43号については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

議案第 43号は、可決された旨宣した。 

 

 

次回教育委員会日程について事務局より説明の旨。 

 

 

1月定例教育委員会は、平成 30年 1月 17日 午後 1時 30分よ

り教育委員室にて開催する。 

 

 

閉会を宣した。 

 

 

 

教育長                 

 

委 員                 

 

委 員                 

 

書 記                 

 


